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初
の
純
国
産
洋
式
船
で
あ
る
鳳
凰

丸
は
建
造
期
間
が
お
よ
そ
九
ヶ
月
と
、

当
時
と
し
て
は
非
常
に
短
期
間
で
造

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
完
成
ま
で
の

す
べ
て
が
順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。 

問
題
と
な
っ
た
の
は
備
え
付
け
る

大
砲
の
制
作
で
あ
る
。
鳳
凰
丸
の
備

砲
は
「
七
貫
五
百
目
玉
盆
弁
カ
ノ
ン

四
挺
・
三
貫
目
シ
キ
ツ
フ
カ
ノ
ン
六

挺
」
の
洋
式
砲
合
計
一
〇
挺
の
予
定

だ
っ
た
。「
盆
弁
カ
ノ
ン
」
と
は
「
ボ

ム
カ
ノ
ン
」
の
こ
と
で
榴
弾
砲
の
こ

と
で
あ
る
。
浦
賀
奉
行
戸
田
氏
栄
と

井
戸
弘
道
の
両
名
は
、
こ
れ
ら
の
鳳

凰
丸
に
備
え
付
け
る
大
砲
や
そ
の
他

の
小
銃
・
槍
と
い
っ
た
武
装
の
経
費

に
つ
い
て
鳳
凰
丸
建
造
が
始
ま
っ
た

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
九
月
に

「
九
千
三
百
弐
拾
四
両
弐
分
余
」
と

見
積
も
り
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
制
作
の
許
可
が
下
り
た
の
が
十
一

月
で
、
実
に
二
ヶ
月
も
か
か
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
戸
田
は
「
何

た
る
御
悠
長
に
候
哉
」
と
呆
れ
て
い

る
。
よ
う
や
く
大
砲
制
作
に
取
り
掛

か
っ
た
の
だ
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
鋳
造

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
許
可

が
下
り
て
三
ヶ
月
後
の
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
年
）
二
月
の
段
階
で
、

三
貫
目
の
大
砲
が
六
挺
で
き
て
い
た

が
、
そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
後
の
六
月
の

乗
り
試
し
の
際
に
も
ま
だ
「
大
砲
八

挺
据
打
方
等
仕
候
丈
ケ
之
儀
ハ
出
来

仕
、」
と
あ
り
、
こ
の
段
階
で
も
予
定

し
て
い
た
十
挺
は
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
伺
え
る
。 

な
ぜ
大
砲
の
鋳
造
は
難
航
し
た
の

か
。
そ
れ
は
、
大
砲
を
作
る
た
め
に

必
要
な
材
料
で
あ
る
錫
の
値
段
が
高

騰
し
て
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
浦
賀
奉
行
の
戸
田
・

井
戸
の
両
名
も
見
積
も
り
を
出
し
た

時
点
で
「
当
節
地
銅
・
錫
共
到
而
払

底
シ
直
段
引
上
候
趣
承
知
仕
、」
と
大

砲
の
素
材
と
な
る
銅
と
錫
の
値
上
が

り
を
承
知
し
て
は
い
た
。
見
込
み
と

し
て
は
「
可
成
丈
ケ
浦
賀
表
ニ
お
ゐ

て
御
買
上
之
心
得
ニ
而
」
と
浦
賀
で

の
調
達
を
予
定
し
て
お
り
、
必
要
な

量
は
浦
賀
奉
行
所
で
以
前
よ
り
集
め

て
い
た
分
を
充
て
る
こ
と
と
し
、
更

に
「
浦
賀
近
在
房
総
州
辺
其
他
よ
り

も
御
買
上
之
見
込
ニ
有
之
候
、」
と
浦

賀
周
辺
地
域
か
ら
も
買
い
上
げ
て
揃

え
る
見
込
み
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、

見
積
も
り
を
出
し
た
九
月
の
段
階
で

「
錫
一
貫
ニ
付
、
代
銀
三
百
拾
五
匁
」

だ
っ
た
も
の
が
、
翌
年
の
嘉
永
七
年

二
月
頃
に
は
「
代
銀
八
百
匁
前
後
」

と
約
二
・
五
倍
に
高
騰
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。そ
こ
で
浦
賀
奉
行
は
、

仕
方
が
な
い
の
で
こ
の
高
騰
し
た
錫

を
買
い
、
予
算
を
超
過
し
た
分
に
つ

い
て
は
後
で
取
り
調
べ
て
報
告
す
べ

き
か
と
連
名
で
伺
い
を
立
て
て
い
る
。 

戸
田
が
翌
三
月
に
出
し
た
上
申
書

に
よ
る
と
、
こ
の
錫
の
価
格
は
「
上

錫
之
分
七
百
目
内
外
」
に
下
落
し
た

と
い
う
。
下
落
し
た
と
は
い
え
品
質

の
良
い
錫
の
価
格
は
当
初
の
二
倍
。

し
か
し
な
が
ら
再
び
値
上
が
り
す
る

か
も
し
れ
ず
、
ま
た
職
人
の
都
合
も

あ
り
急
ぎ
の
こ
と
な
の
で
と
、
戸
田

は
ひ
と
ま
ず
こ
の
価
格
で
買
い
上
げ

る
こ
と
と
す
る
と
幕
府
に
上
申
し
て

い
る
。 

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
高
騰
し

て
い
た
錫
の
価
格
の
下
落
に
つ
い
て

の
戸
田
の
見
解
で
あ
る
。戸
田
は
「
諸

家
大
砲
鋳
立
多
分
見
合
ニ
相
成
居
、

其
上
亜
米
利
加
船
平
穏
ニ
退
帆
可
相

成
趣
響
候
哉
ニ
而
」
と
諸
大
名
が
大

砲
の
鋳
造
を
見
合
わ
せ
た
こ
と
と「
亜

米
利
加
船
」
す
な
わ
ち
ペ
リ
ー
艦
隊

が
平
穏
に
退
去
し
た
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て

い
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
い
な
ら
、

鳳
凰
丸
の
完
成
は
ペ
リ
ー
艦
隊
の
動

向
に
左
右
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。 

こ
の
後
ど
う
や
ら
浦
賀
で
錫
を
調

達
す
る
方
針
は
転
換
さ
れ
、
幕
府
か

ら
下
げ
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
四
月
に
は
勘
定
奉
行
か

ら
浦
賀
奉
行
に
残
り
の
大
砲
を
鋳
造

す
る
の
に
必
要
な
二
百
八
十
貫
目
も

の
錫
が
引
き
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
も
ま

た
ス
ム
ー
ズ
に
は
行
か
な
か
っ
た
よ

う
で
、
戸
田
に
よ
る
と
、
錫
二
百
八

十
貫
目
を
受
け
取
っ
た
後
に
品
質
の

吟
味
を
し
た
と
こ
ろ
、「
百
四
拾
七
貫

三
百
四
拾
目
之
儀
ハ
下
性
ニ
而
御
用

ニ
相
成
兼
候
段
職
方
之
者
申
聞
候

付
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
受
け
取
っ
た

お
よ
そ
半
分
は
品
質
が
悪
く
役
に
立

た
な
い
と
職
人
か
ら
言
わ
れ
た
と
い

う
。
こ
の
役
に
立
た
な
か
っ
た
錫
は

交
換
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

大
砲
の
材
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
落

着
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

鳳
凰
丸
建
造
の
経
験
が
後
に
浦
賀

を
艦
船
修
復
の
場
と
し
た
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
大
砲
を
鋳
造
し
た
経
験
と

実
績
は
、
そ
の
後
の
館
浦
鋳
立
場
で

の
浦
賀
に
お
け
る
大
砲
生
産
の
基
盤

と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
山
本 

慧
） 

 

 
 

★
参
考
資
料 

 

・『
新
横
須
賀
市
史
』
資
料
編 

近
世
Ⅱ 

・『
南
浦
書
信
』
浦
賀
近
世
史
研
究
会
編 

（
未
来
社
、2002

年
） 

・『
幕
末
期
軍
事
技
術
の
基
盤
形
成
』
神
谷
大
介 

（
岩
田
書
院
、2

013

年
） 

・
『
武
器
と
防
具 

幕
末
編
』
幕
末
軍
事
史
研
究
会 

（
新
紀
元
社
、2

008

年
） 

 
 
 
 

 
 

 

 

鳳
凰
丸
の
建
造
② 

―
 

鳳
凰
丸
の
大
砲 ―

 

   

鳳凰丸（幕末浦賀軍艦建造記より） 
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 浦賀文化 

浦
賀
奉
行
所
は
、
江
戸
時
代
の
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
年
）
一
二
月
に
開
設
さ
れ
、
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
年
閏
四
月
に
廃
さ

れ
る
ま
で
の
約
一
四
八
年
間
に
わ
た
り
、

江
戸
に
至
る
海
路
を
管
理
し
た
奉
行
所
で
、

複
数
回
の
敷
地
拡
張
や
建
替
え
や
増
改
築

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
的
な
敷
地
の
面

積
は
約
１
，
９
５
３
坪
（
約
６
，
４
５
６
㎡
）

で
す
。
こ
れ
ま
で
二
度
行
わ
れ
た
試
掘
・
確

認
調
査
の
総
発
掘
面
積
は
４
８
６
㎡
で
、
ま

だ
敷
地
面
積
の
約
７
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
江

戸
時
代
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
大
量
の
屋

根
瓦
片
が
出
土
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
陶
磁

器
類
な
ど
の
出
土
遺
物
は
極
少
量
で
し
た
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
陶
磁
器

の
碗
を
紹
介
し
ま
す
。
下
図
の
１
～
５
は
肥

前
系
磁
器
の
碗
で
、
６
・
７
は
瀬
戸
美
濃
系

の
陶
器
碗
で
す
。
１
は
腰
が
張
り
底
部
の
器

壁
が
厚
い
「
く
ら
わ
ん
か
碗
」、
２
は
直
線
的

な
高
台
か
ら
体
部
が
開
く
「
広
東
碗
」、
３
と

６
は
全
体
に
丸
み
を
持
っ
た
「
丸
碗
」、
４
・

５
と
７
は
口
縁
部
が
外
側
に
開
く
「
端
反
り

碗
」
で
す
。
な
お
、
２
と
３
に
は
焼
継
ぎ
と

い
わ
れ
る
補
修
痕
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

中
で
１
や
２
の
年
代
は
一
八
世
紀
に
遡
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
は
一
九
世
紀

以
降
の
も
の
で
す
。 

陶
磁
器
類
な
ど
の
出
土
遺
物
が
わ
ず
か
な

理
由
と
し
て
は
、
調
査
が
下
部
ま
で
及
ん
で

い
な
い
こ
と
や
、
浦
賀
奉
行
所
跡
が
基
本
的

に
役
所
と
い
う
行
政
の
場
で
日
常
生
活
の
場

で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
廃
絶
時
に
残
さ
れ
て

い
た
陶
磁
器
類
そ
の
他
の
備
品
類
が
新
政
府

に
押
収
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
な
ど

様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
て
は
今
後
の
課
題
で
す
。 

（
中
三
川 

昇
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★
参
考
資
料 

・
「
浦
賀
奉
行
所
〔
役
所
〕
跡
の
試
掘
・
確
認
調
査
」 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

・
『
浦
賀
奉
行
所
開
設
３
０
１
年 

浦
賀
奉
行
所
跡
』 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

浦
賀
奉
行
所
跡
の
発
掘
調
査
（
そ
の
六
） 

 

出
土
し
た
江
戸
時
代
の
陶
磁
器
の
碗
類 

 

奉
行
所
ス
カ
リ
ン 

―
 

二
人
の
海
軍
出
身
社
長 

前
編 ―

 

日
露
戦
争
・
日
本
海
海
戦
を
経
験
し
、

海
軍
の
一
兵
と
し
て
恵
ま
れ
た
道
を
歩

い
て
い
た
二
人
、
寺
島
健
と
堀
悌
吉
。

海
軍
出
身
の
彼
ら
が
浦
賀
船
渠
の
社
長

と
な
っ
た
。
そ
の
当
時
の
浦
賀
船
渠
の

様
子
は
、
映
画
『
八
十
八
年
目
の
太
陽
』

で
描
か
れ
て
い
る
。 

一
人
目
の
寺
島
は
、
明
治
一
五
年
に

和
歌
山
に
生
ま
れ
る
。
海
軍
に
憧
れ
て

そ
の
身
を
捧
げ
、
働
き
盛
り
の
五
二
歳

で
海
軍
を
後
に
す
る
。
第
六
代
浦
賀
船

渠
社
長
の
山
下
亀
三
郎
の
意
向
で
迎
え

ら
れ
て
八
代
目
の
社
長
と
な
り
、
海
軍

出
身
実
業
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
だ

す
。
海
軍
か
ら
部
下
を
一
切
引
き
連
れ

る
こ
と
な
く
単
身
で
乗
り
込
ん
で
き
た

こ
と
は
、
当
時
の
船
渠
の
社
員
を
驚
か

せ
た
。
ま
た
、
酒
豪
で
あ
り
、
海
軍
料

亭
小
松
で
部
下
を
慰
労
す
る
こ
と
も
多

か
っ
た
と
い
う
。 

海
軍
の
先
駆
け
に
な
っ
た
浦
賀
屯
営

の
碑
が
今
も
浦
賀
ド
ッ
ク
の
片
隅
に
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
寺
島
の
書
が

刻
ま
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

（
江
） 

 

６ 

多くの企業の設立 
運営に携った渋沢栄一が、
浦賀にも関係していること
をご存じでしょうか。当時、
東京石川島造船所の会長を
務めていた渋沢の提案によ
り、明治31年、東京湾の入
口にあたる西浦賀にレンガ
積みのドライドック「川間ド
ック」が設立されました。 
７月３日、いよいよ新紙 

幣が発行となります。 
 

ご存じですか？ 


